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In-Service Model Updateの制約事項
•ハイアベイラビリティまたは In-Service Software Upgrade（ISSU）はサポートされていま
せん。スイッチオーバーの後、ユーザはスタンバイデバイスにソフトウェアメンテナン

スアップデート（SMU）をインストールする必要があります。

In-Service Model Updateについて

In-Service Model Updateの概要
サービス中モデル更新プログラムは、既存のデータモデルに新しいデータモデルまたは拡張機

能を追加します。サービス中モデル更新プログラムは、リリースサイクル外の YANGモデル
の拡張機能を提供します。更新プログラムパッケージはすべての既存のモデルの上位セットで

す。これには、更新されたYANGモデルを始めとするすべての既存モデルが含まれています。

データモデルインフラストラクチャは、Cisco IOS XEデバイス用の YANGモデル定義管理イ
ンターフェイスを実装します。データモデルインフラストラクチャは、Cisco IOS XEデバイ
スからノースバウンドにNETCONFインターフェイスを公開します。サポートされているデー
タモデルには、IETFなどの業界標準モデルと、Cisco IOS XEデバイス固有のモデルが含まれ
ます。
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In-Service Model Updateによって提供される機能は、その後の Cisco IOS XEソフトウェアメン
テナンスリリースに統合されます。データモデル更新プログラムパッケージは、シスコソフ

トウェアダウンロードセンターからダウンロードできます。

In-Service Model Updateパッケージの互換性
更新パッケージは、リリース単位で作成され、プラットフォームに固有になります。たとえ

ば、CiscoASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの更新パッケージをCiscoCSR
1000Vシリーズクラウドサービスルータにインストールすることはできません。同様に、
Cisco IOSXEFuji 16.7.1用に作成された更新パッケージを、Cisco IOSXEEverest 16.5.2バージョ
ンを実行しているデバイスに適用することはできません。

更新プログラムパッケージのすべてのコンテンツは、将来のメインラインリリースまたはメ

ンテナンスリリースのイメージの一部になります。イメージとプラットフォームのバージョン

は、パッケージの追加およびアクティブ化の際に、In-Service Model Updateコマンドによって
チェックされます。イメージまたはプラットフォームの不一致が発生すると、パッケージのイ

ンストールが失敗します。

更新プログラムパッケージの命名規則

In-Service Model Updateは、.binファイルとしてパッケージ化されています。このファイルに
は、特定のリリースおよびプラットフォームのすべての更新プログラムと、Readmeファイル
が含まれています。これらのファイルにはリリース日があり、追加モデルの更新をともなって

定期的に更新されます。

データモデルの更新プログラムパッケージの命名規則は、次の形式に従っています。プラッ

トフォームの種類-ライセンスレベル.リリースバージョン.DDTS ID-ファイル。次に、データ
モデル更新ファイルの例を示します。

• isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

• asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

Readmeファイルは、次の情報を提供します。

•データモデルのアクティブ化または非アクティブ化中に表示されるコンソールメッセー
ジおよびエラーメッセージ

•データモデルのインストールによる影響

•副作用と考えられる回避策

• In-Service Model Updateによって影響を受けるパッケージ

•リスタートのタイプ
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更新プログラムパッケージのインストール

デバイスに In-Service Model Updateパッケージをインストールするには、install add、 install
activate、および install commitコマンドを特権 EXECモードで使用します。

install addコマンドは、更新パッケージをリモートの場所からデバイスにコピーします。パッ
ケージをコピーするには他の方法も使用できますが、その場合も、インストールしたプログラ

ムを動作させるために install addコマンドを有効化する必要があります。 install activateコマ
ンドを動作させるには、パッケージをデバイスのブートフラッシュで使用可能にする必要があ

ります。install commit コマンドを有効化して、更新プログラムをリロード全体にわたって確
定します。

更新プログラムをインストールすると、以前にインストールされたデータモデルがある場合、

それは置き換えられます。デバイスには常に、1つの更新プログラムのみがインストールされ
ます。データモデルパッケージには、すべての更新された YANGモデルと、以前にデバイス
にインストールされたすべての既存 YANGモデルが含まれています。

次のフローチャートでは、モデル更新プログラムパッケージの動作を説明します。

図 1 :モデル更新プログラムパッケージのコミット

パッケージをアクティブ化する際にNETCONF-YANGが有効化されていると、NETCONFプロ
セスがリスタートされます。すべてのアクティブなNETCONFセッションは、パッケージのア
クティブ化中に破棄されます。パッケージの検証中にエラーが発生すると、アクティブ化プロ

セスは終了します。

更新プログラムパッケージの非アクティブ化

更新パッケージを非アクティブ化するには、install deactivateコマンドを使用します。変更を
確定するには、install commitコマンドを有効化します。

表 1 :モデル更新プログラムパッケージの非アクティブ化

使用コマンド操作

install removeコマンドを使用します。

パッケージを削除する前に非アク

ティブ化します。

（注）

パッケージの削除
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使用コマンド操作

install deactivateコマンドを使用し、その後に
install commitコマンドを使用します。

install commitコマンドの使用が必要
なのは、モデルパッケージの非アク

ティブ化をリロード全体にわたって

確定するためです。非アクティブ化

がコミットされていないと、その後

にパッケージを削除しようとしても

失敗します。

（注）

パッケージの非アクティブ化

更新プログラムを非アクティブ化する際に、2つ以上のモデル更新プログラムパッケージがイ
ンストールされている場合、最近コミットされたモデル更新プログラムパッケージがデバイス

によって使用されるモデルパッケージになります。以前にコミットされたその他のモデルパッ

ケージがない場合、標準的なイメージとともに含まれているベースバージョンのデータモデ

ルが使用されるようになります。

更新プログラムパッケージのロールバック

ロールバックは、デバイスを更新前の動作状態に戻すメカニズムを提供します。ロールバック

後は、変更が表示されるようになる前に NETCONF-YANGプロセスが再始動します。

更新は、 install rollbackコマンドを使用して、基本バージョン、最終コミットバージョン、ま
たは既知のコミット IDまでロールバックできます。

In-Service Model Updateの管理方法

更新プログラムパッケージの管理

手順の概要

1. enable
2. install add file tftp: filename

3. install activate file bootflash: filename

4. install commit
5. install deactivate file bootflash: filename

6. install commit
7. install rollback to {base | committed | id commit-ID}
8. install remove {file bootflash: filename | inactive}
9. show install summary
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

リモートロケーションから（FTP、TFTP経由で）
デバイスにモデル更新プログラムパッケージをコ

install add file tftp: filename

例：

ステップ 2

ピーし、プラットフォームとイメージのバージョン

の互換性チェックを実行します。
Device# install add file
tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/
isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

•他の方法を使用してリモートの場所からデバイ
スに更新パッケージをコピーすることもできま

Device# install add file
tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/
asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin す。ただし、その場合もパッケージをアクティ

ブにする前に install addコマンドを実行する必
要があります。

更新パッケージが install addコマンドにより追加さ
れていることを確認し、NETCONFプロセスを再開
します。

install activate file bootflash: filename

例：

Device# install activate file bootflash:
isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

ステップ 3

•更新パッケージをアクティブにする前に install
add操作を実行します。Device# install activate file bootflash:

asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

リロードが繰り返されても持続する変更を行いま

す。

install commit

例：

ステップ 4

• NETCONFプロセスは再開されません。Device# install commit

指定された更新プログラムパッケージを非アクティ

ブにして、NETCONFプロセスを再開します。
install deactivate file bootflash: filename

例：

ステップ 5

Device# install deactivate file bootflash:
isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

Device# install deactivate file bootflash:
asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

リロードが繰り返されても持続する変更を行いま

す。

install commit

例：

ステップ 6

• NETCONFプロセスは再開されません。Device# install commit

更新を基本バージョン、最後にコミットしたバー

ジョン、または既知のコミット IDにロールバック
し、NETCONFプロセスを再起動します。

install rollback to {base | committed | id commit-ID}

例：

Device# install rollback to base

ステップ 7

• commit-id引数の有効な値は 1～ 4294967295で
す。
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目的コマンドまたはアクション

•データモデル更新の古いバージョンが使用可能
です。

指定された更新プログラムパッケージをブートフ

ラッシュから削除します。

install remove {file bootflash: filename | inactive}

例：

ステップ 8

•パッケージは削除する前に非アクティブにする
必要があります。

Device# install remove file bootflash:
isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

Device# install remove file bootflash:
asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

アクティブパッケージに関する情報を表示します。show install summary

例：

ステップ 9

•このコマンドの出力は、設定されている install
コマンドに応じて変化します。Device# show install summary

In-Service Model Updateの設定例

例：更新プログラムパッケージの管理

次の例で使用しているのは、Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータのサンプルイ
メージです。

次の例では、モデル更新プログラムパッケージファイルの追加方法を示しています。

Device# install add file tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/
isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

install_add: START Sun Feb 26 05:57:04 UTC 2017
Downloading file
tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Finished downloading file
tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
to bootflash:isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
SUCCESS: install_add /bootflash/isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Sun Feb 26 05:57:22 UTC 2017
Device#

次の例で使用しているのは、Cisco ASR1000シリーズアグリゲーションサービスルー
タのサンプルイメージです。

次の例では、モデル更新プログラムパッケージファイルの追加方法を示しています。

Device# install add file tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/
asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin

install_add: START Sun Feb 26 05:57:04 UTC 2017
Downloading file
tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin
Finished downloading file
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tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin
to bootflash: asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin
SUCCESS: install_add
/bootflash/asr1000-universalk9.2017-08-23_17.48.0.CSCxxxxxxx.SSA.dmp.bin
Sun Feb 26 05:57:22 UTC 2017
Device#

次に、更新パッケージファイルをデバイスに追加した後の show install summaryコマ
ンドの出力例を示します。

Device# show install summary

Active Packages:
No packages
Inactive Packages:
bootflash: isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Committed Packages:
No packages
Uncommitted Packages:
No packages
Device#

次の例では、追加された更新プログラムパッケージファイルをアクティブにする方法

を示しています。

Device# install activate file bootflash:
isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

install_activate: START Sun Feb 26 05:58:41 UTC 2017
DMP package.
Netconf processes stopped
SUCCESS: install_activate /bootflash/isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Sun Feb 26 05:58:58 UTC 2017*Feb 26 05:58:47.655: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED:
SIP0: nesd: Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to
ConfD.
*Feb 26 05:58:47.661: %DMI-4-SUB_READ_FAIL: SIP0: vtyserverutild:
Confd subscription socket read failed Lost connection to ConfD (45):
EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 05:58:47.667: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED: SIP0: syncfd:
Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 05:59:43.269: %DMI-5-SYNC_START: SIP0: syncfd:
External change to running configuration detected.
The running configuration will be synchronized to the NETCONF running data store.
*Feb 26 05:59:44.624: %DMI-5-SYNC_COMPLETE: SIP0: syncfd:
The running configuration has been synchronized to the NETCONF running data store.
Device#

次に示すのは、show install summaryコマンドがモデルパッケージのステータスをア
クティブでありコミット未完了と表示する場合の出力例です。

Device# show install summary

Active Packages:
bootflash:isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Inactive Packages:
No packages
Committed Packages:
No packages
Uncommitted Packages:
bootflash:isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Device#
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次の例では、install commit コマンドの実行方法を示しています。

Device# install commit

install_commit: START Sun Feb 26 06:46:48 UTC 2017
SUCCESS: install_commit Sun Feb 26 06:46:52 UTC 2017
Device#

次に示すのは、show install summaryコマンドが、更新パッケージがコミットされてリ
ロードが繰り返されても持続することを表示する場合の出力例です。

Device# show install summary

Active Packages:
bootflash:isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Inactive Packages:
No packages
Committed Packages:
bootflash:isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Uncommitted Packages:
No packages
Device#

次の例は、更新プログラムパッケージを基本パッケージにロールバックする方法を示

しています。

Device# install rollback to base

install_rollback: START Sun Feb 26 06:50:29 UTC 2017
7 install_rollback: Restarting impacted processes to take effect
7 install_rollback: restarting confd
*Feb 26 06:50:34.957: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED: SIP0: syncfd:
Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 06:50:34.962: %DMI-4-CONTROL_SOCKET_CLOSED: SIP0: nesd:
Confd control socket closed Lost connection to ConfD (45): EOF on socket to ConfD.
*Feb 26 06:50:34.963: %DMI-4-SUB_READ_FAIL: SIP0: vtyserverutild:
Confd subscription socket read failed Lost connection to ConfD (45):
EOF on socket to ConfD.Netconf processes stopped
7 install_rollback: DMP activate complete
SUCCESS: install_rollback Sun Feb 26 06:50:41 UTC 2017
*Feb 26 06:51:28.901: %DMI-5-SYNC_START: SIP0: syncfd:
External change to running configuration detected.
The running configuration will be synchronized to the NETCONF running data store.
*Feb 26 06:51:30.339: %DMI-5-SYNC_COMPLETE: SIP0: syncfd:
The running configuration has been synchronized to the NETCONF running data store.
Device#

次に、show install packageコマンドの出力例を示します。

Device# show install package bootflash:
isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

Name: isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Version: 16.5.1.0.199.1484082952..Everest
Platform: ISR4300
Package Type: dmp
Defect ID: CSCxxxxxxx
Package State: Added
Supersedes List: {}
Smu ID: 1
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Device#

次の NETCONF helloメッセージの例では、新規データモデルパッケージのバージョ
ンを確認します。

Getting Capabilities: (admin @ 172.16.0.1:830)
PROTOCOL netconf
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<hello xmlns="urn:ietf:params:xml:ns:netconf:base:1.0">
<capabilities>
<capability>urn:ietf:params:netconf:base:1.0</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:base:1.1</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:writable-running:1.0</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:xpath:1.0</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:validate:1.0</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:validate:1.1</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:rollback-on-error:1.0</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:notification:1.0</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:interleave:1.0</capability>
<capability>http://tail-f.com/ns/netconf/actions/1.0</capability>
<capability>http://tail-f.com/ns/netconf/extensions</capability>
<capability>urn:ietf:params:netconf:capability:with-defaults:1.0?basic-mode=
explicit&also-supported=report-all-tagged</capability>
<capability>urn:ietf:params:xml:ns:yang:ietf-netconf-with-defaults?
revision=2011-06-01&module=ietf-netconf-with-defaults</capability>
<capability>http://cisco.com/ns/yang/Cisco-IOS-XE-aaa?module=
Cisco-IOS-XE-aaa&revision=2017-02-07</capability>
<<capability>http://cisco.com/ns/yang/Cisco-IOS-XE-native?module=
Cisco-IOS-XE-native&revision=2017-01-07&features=virtual-
template,punt-num,multilink,eth-evc,esmc,efp,dot1x</capability>
Device#

次に、show install logコマンドの出力例を示します。

Device# show install log

[0|install_op_boot]: START Fri Feb 24 19:20:19 Universal 2017
[0|install_op_boot]: END SUCCESS Fri Feb 24 19:20:23 Universal 2017
[3|install_add]: START Sun Feb 26 05:55:31 UTC 2017
[3|install_add( FATAL)]: File path (scp) is not yet supported for this command
[4|install_add]: START Sun Feb 26 05:57:04 UTC 2017
[4|install_add]: END SUCCESS /bootflash/isr4300-universalk9.16.05.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

Sun Feb 26 05:57:22 UTC 2017
[5|install_activate]: START Sun Feb 26 05:58:41 UTC 2017
Device#

次の例で使用しているのは、Cisco Catalyst 3000シリーズスイッチのサンプルイメー
ジです。

次の例では、モデル更新プログラムパッケージファイルの追加方法を示しています。

Device# install add file tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/
cat3k_caa-universalk9.16.06.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin

install_add: START Sat Jul 29 05:57:04 UTC 2017
Downloading file tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/
cat3k_caa-universalk9.16.06.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Finished downloading file tftp://172.16.0.1//tftpboot/folder1/
cat3k_caa-universalk9.16.06.01.CSCxxxxxxx.SPA.smu.bin

In-Service Model Update
9

In-Service Model Update

例：更新プログラムパッケージの管理



to bootflash:cat3k_caa-universalk9.16.06.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
SUCCESS: install_add /bootflash/cat3k_caa-universalk9.16.06.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Sat Jul 29 05:57:22 UTC 2017
Device#

次に示すのは、show install summaryコマンドが、更新パッケージがコミットされてリ
ロードが繰り返されても持続することを表示する場合の出力例です。

Device# show install summary

Active Packages:
bootflash:cat3k_caa-universalk9.16.06.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Inactive Packages:
No packages
Committed Packages:
bootflash:cat3k_caa-universalk9.16.06.01.CSCxxxxxxx.dmp.bin
Uncommitted Packages:
No packages
Device#

In-Service Model Updateの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2 : In-Service Model Updateの機能情報

機能情報リリース機能名

このモジュールでは、In-Service Model
UpdateでYANGデータモデルを更新す
る方法を説明します。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1aでは、この
機能は次のプラットフォームに実装さ

れていました。

• Cisco Catalyst 9300シリーズスイッ
チ

• Cisco Catalyst 9500シリーズスイッ
チ

Cisco IOS XE Everest 16.5.1bでは、この
機能は次のプラットフォームに実装さ

れていました。

• Cisco 4000シリーズサービス統合
型ルータ

• Ciscoクラウドサービスルータ
1000v

• Ciscoサービス統合型仮想ルータ
（ISRv）

コマンド install (Programmability)、
show install (Programmability)が導入ま
たは更新されました。

Cisco IOS XE Everest
16.5.1a

Cisco IOS XE Everest
16.5.1b

In-Service Model Update

Cisco IOS XE Everest 16.5.1bでは、この
機能は次のプラットフォームに実装さ

れていました。

• Cisco Catalyst 3650シリーズスイッ
チ

• Cisco Catalyst 3850シリーズスイッ
チ

Cisco IOS XE Everest
16.6.1

Cisco IOS XE Fuji 16.7.xでは、この機能
は次のプラットフォームに実装されて

いました。

• Cisco1000シリーズアグリゲーショ
ンサービスルータ

Cisco IOS XE Fuji 16.7.x
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機能情報リリース機能名

Cisco IOS XE Fuji 16.8.1aでは、この機
能はCiscoCatalyst 9500ハイパフォーマ
ンスシリーズスイッチに実装されてい

ました。

Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

In-Service Model Update
12

In-Service Model Update

In-Service Model Updateの機能情報



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


